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新新語

十番勝負

新新語

十番勝負

　地上デジタル放送受信機の世帯普及率のこと。総務省によると今年３月の普及率は60.7％で、昨年同
期と比べ17ポイント上昇しました。これは外部チューナーも含めた数字で地デジテレビの普及率は５割
ほど。共同受信施設の未整備や「地デジ対応予定なし」の世帯も相当数あり、2011年７月のアナログ放
送打ち切りの際の大混乱も予想されます。

地デジ普及率
　省エネ家電を購入した人がもらえるポイントのこと。対象は省エネ性能を示す「統一省エネラベル」
で星が４つ以上ついている家電です。エアコン、冷蔵庫は価格の５％相当、地上デジタル対応テレビは
10％相当のポイントがつきます。ポイントを何に使えるのか、いつまで交換できるのかはまだ決まって
いません。

エコポイント

大阪自治労連結成20周年（1989年　
～2009年）に寄せて

　1956年生まれ。東大阪市職労執行委員長。
（自己紹介）青年部の時代から、よく遊び、よ
く学び？　選挙もたくさんやってきました。
好きな言葉は「ケセラ・セラ（なるようにな
る）」。趣味は音楽。

学
習
運
動
と

学
習
運
動
と

　

職
場
討
議
を
重
ね
て

　

職
場
討
議
を
重
ね
て

　

１
９
８
８
年
秋
闘
で
の
労
働

戦
線
問
題
の
学
習
運
動
、
翌
89

年
春
闘
の
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
確
立
を
め
ざ
す
職
場

決
議
運
動
を
経
て
、
そ
の
年
９

月
の
臨
時
大
会
前
に
取
り
組
ん

だ
職
場
討
議
の
参
加
者
は
過
去

最
高
で
２
７
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。
代
議
員
を
選
ぶ
の
に

「
た
た
か
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
か
、
連
合
自
治
労
か
」
と

意
見
が
分
か
れ
、
投
票
に
な
っ

た
職
場
も
あ
り
ま
し
た
。「
全

員
投
票
で
臨
時
大
会
決
定
に
反

対
を
」
と
す
る
ビ
ラ
が
職
場
に

配
布
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の

組
合
員
は
、
市
職
労
の
分
裂
を

画
策
す
る
自
治
労
に
何
も
期
待

で
き
な
い
こ
と
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
大
会
後
に
実
施
し
た

「
全
員
投
票
」
は
、
96
％
の
投

票
率
（
批
准
率
81
％
）
と
な

り
、
組
合
員
は
、
た
た
か
う
労

働
組
合
を
選
択
す
る
断
固
た
る

回
答
を
、
勇
気
を
持
っ
て
示
し

た
の
で
す
。

反
動
市
政
と
闘
い

反
動
市
政
と
闘
い

　
　

民
主
市
政
を
実
現

　
　

民
主
市
政
を
実
現

　

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
！
」
廊
下
で
職
員
に
あ
い
さ

つ
を
す
る
が
、
下
を
向
き
目
を

合
わ
さ
ず
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

空
気
が
重
い
。
市
長
の
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
組
織
が
、
市
職
労
役

員
や
職
場
を
監
視
し
て
い
る
。

当
局
に
よ
る
露
骨
な
組
合
脱
退

工
作
。
談
合
が
は
び
こ
り
、
黒

い
噂
が
流
れ
る
。
夢
も
誇
り
も

奪
わ
れ
た
職
場
。
そ
ん
な
中
で

も
踏
ん
張
っ
て
、
団
結
し
続
け

た
多
く
の
組
合
員
が
い
た
。

　

一
方
で
、
清
潔
な
市
政
を
望

む
世
論
と
運
動
が
広
が
っ
て
い

っ
た
。
１
９
９
８
年
７
月
の
市

長
選
挙
で
民
主
市
政
が
誕
生
。

長
尾
淳
三
さ
ん
が
獲
得
し
た
９

万
９
千
票
は
市
長
選
挙
史
上
最

高
と
な
っ
た
。
私
た
ち
の
想
像

を
は
る
か
に
超
え
た
市
民
の
変

化
が
あ
っ
た
。
一
夜
明
け
て
、

朝
の
街
は
バ
ラ
色
に
見
え
た
。

だ
が
本
当
の
闘
い
が
始
ま
っ
た

の
は
そ
れ
か
ら
だ
。
野
党
に
よ

る
猛
烈
な
市
長
い
じ
め
、
議
会

や
自
治
労
に
よ
る
市
職
労
攻

撃
。
そ
し
て
２
０
０
６
年
７
月

に
再
び
長
尾
民
主
市
政
が
復
活

す
る
。
私
た
ち
は
多
く
の
こ
と

を
学
ん
だ
。「
住
民
が
主
人

公
」
で
あ
る
こ
と
。「
住
民
の

繁
栄
な
く
し
て
自
治
体
労
働
者

の
幸
せ
は
な
い
」
こ
と
。「
闘

っ
て
こ
そ
労
働
組
合
」
で
あ
る

こ
と
。
当
た
り
前
の
こ
と
が
よ

う
や
く
わ
か
っ
て
き
た
。

原
点
つ
ら
ぬ
く
闘
い
が

原
点
つ
ら
ぬ
く
闘
い
が

　
　

輝
き
を
増
す
と
き

　
　

輝
き
を
増
す
と
き

　

こ
の
20
年
間
、
東
大
阪
市
職

労
は
、
闘
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
結
成
と
革
新
民
主
市
政
の

実
現
と
い
う
二
つ
の
悲
願
を
達

成
し
、
困
難
や
弱
点
は
あ
っ
て

も
、
常
に
「
労
働
者
・
住
民
の

利
益
を
守
っ
て
」
を
貫
い
て
き

ま
し
た
。
労
働
組
合
の
原
点
を

堅
持
し
、
組
合
員
の
要
求
実
現

と
住
民
の
利
益
擁
護
の
旗
を
握

っ
て
放
さ
ず
闘
い
ぬ
く
立
場
を

貫
い
て
き
た
全
労
連
・
自
治
労

連
の
運
動
が
ま
す
ま
す
輝
き
を

増
す
で
し
ょ
う
。

　

私
は
手
帳
に
二
つ
の
言
葉
を

記
し
て
い
ま
す
。「
ロ
ー
マ
は
一

日
に
し
て
な
ら
ず
」「
人
生
を

楽
し
ん
で
」。ど
ん
な
時
も
胸
張

っ
て
、
力
一
杯
や
っ
た
ら
、
あ

と
は
ケ
セ
ラ
・
セ
ラ
。
仲
間
も

自
分
も
労い

た

わ
り
な
が
ら
、
長
く

活
動
が
で
き
た
ら
、
と
願
っ
て

い
ま
す
。

荒田　功さん

タ
テ
の
カ
ギ

❶
日
本
最
初
の
西
洋
解
剖
書
訳
本

❷
足
が
丈
夫
で
歩
行
の
達
者
な
人

❸
や
っ
と
○
○
が
ま
わ
っ
て
き
た

❹
今
夜
。
○
○
○
の
月

❻
○
○
き
た
な
い
食
べ
方

❼
お
や
つ
の
こ
と

11
○
○
よ
り
証
拠

13
眺
望
。
○
○
○
○
台

14
乳
幼
児
を
預
か
る
施
設

15
↑
↓
少
年

17
お
わ
り
、
は
て
。
○
○
の
す
み
か

21
○
○
一
髪

23 

あ
る
物
事
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
こ

と
。「
彼
は
事
情
○
○
だ
」

ヨ
コ
の
カ
ギ

❶
徒
歩
競
争
の
く
だ
け
た
言
い
方

❺ 

中
大
兄
皇
子
が
行
っ
た
○
○
○
の
改

新
❽
↑
↓
陽
極

❾
い
く
さ
。
大
坂
夏
の
○
○

10
鯉
の
○
○
の
ぼ
り

12
相
手
に
不
快
感
を
抱
か
せ
る
言
葉
。

　

○
○
○
た
っ
ぷ
り
。
○
○
○
な
人

14
↑
↓
長
所

16 

さ
ん
ざ
ん
苦
労
す
る
こ
と
。
弁
解
に

○
○
○
○
○
す
る

18
○
○
も
得
も
な
い

19 

そ
の
場
所
に
来
る
こ
と
。
ご
○
○
○

○
○
の
皆
様

20 

ス
タ
ー
の
サ
イ
ン
を
○
○
○
に
書
い

て
も
ら
っ
た

22
名
を
捨
て
て
○
○
を
取
る

24
○
○
せ
ぬ
出
来
事

25 

芸
術
方
面
の
大
家
。「
画
壇
の
○
○

○
○
○
」

応
募
の
方
法

　

ハ
ガ
キ
に
「
解
答
」「
組
合
名
」「
職

場
名
」「
氏
名
」「
住
所
」を
書
い
て
、

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
の
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
の
で
き
ご
と

や
近
況
な
ど
を
一
言
書
き
添
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　

解
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
人
に

図
書
カ
ー
ド
を
お
く
り
ま
す
。「
声
」

は
「
読
者
の
声
」
と
し
て
紙
面
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
５
３
０―

０
０
４
１
大
阪
市
北
区

天
神
橋
１
丁
目
13―

15　

大
阪
グ
リ

ー
ン
会
館
４
階　

大
阪
自
治
労
連

「
お
お
さ
か
自
治
体
の
仲
間
」編
集
部

応
募
の
締
め
切
り
／
７
月
31
日

正
解
と
当
選
者
の
発
表
／
２
０
０
９

年
８
月
号
の
紙
面
に
掲
載

４
月
号
ク
イ
ズ
の
正
解
と
当
選
者

　

２
０
０
９
年
４
月
号
「
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
ク
イ
ズ
」
の
正
解
は
「
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
」
で
し
た
。
各
職
場
か
ら
32

通
の
解
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
抽
選

で
次
の
５
人
の
み
な
さ
ん
に
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈
し
ま
す
。（
敬
称
は
省
略
）

▼
金
城
縁
（
大
阪
府
職
労
）、
▼
谷
口

み
ほ
（
貝
塚
市
職
労
）、
▼
林
利
加

（
八
尾
市
職
労
）、
▼
渡
辺
義
和
（
大

東
市
職
労
）、
▼
室
家
幸
代
（
茨
木
市

職
労
）

４月号の解答
「ワークシェアリング」

（解き方）二重ワクの文字
を並べ替えて意味の通る
言葉にしてください。

出題者：山本汎昭さん

ヒント：北朝鮮に抗議する

◆◆読者の声読者の声◆◆
■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
ひ
と
ま
ず
落
ち
着
き
、
大
分

日
常
生
活
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
な
が
〜
い
保
育
士
生
活

の
間
、
休
園
な
ん
て
ホ
ン
ト
初
め
て
で
し
た
。

 

橋
谷　

行
世
（
八
尾
市
職
労
） 　

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
病
院
も
対
策
が
ど
ん

ど
ん
変
化
し
て
、
毎
日
の
情
報
を
把
握
す
る
の
が
大
変
で

す
。
先
が
見
え
な
い
の
で
不
安
で
す
。

 

桑
野　

章
子
（
堺
市
職
労
） 　
　

■
一
時
金
の
削
減
は
許
さ
な
い
。
人
事
院
の
ル
ー
ル
を
無

視
し
た
勧
告
に
怒
り
を
覚
え
る
。
公
務
員
の
賃
金
を
選
挙

に
利
用
す
る
な
。

 

久
米　

盛
次
（
東
大
阪
市
職
労
）

■
身
近
な
地
域
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
行
っ
て
み
た
い
な

と
思
い
ま
す
。
枚
方
に
も
あ
り
ま
す
の
で
紹
介
し
て
ほ
し

い
で
す
。

 

黒
川　

照
子
（
枚
方
市
職
労
） 　

■
新
語
十
番
勝
負
は
、
い
つ
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。

 

山
口　

宜
昭
（
堺
市
職
労
） 　
　

サ イ シ ヨ ク 　 コ エ
シ ン ガ ク 　 シ キ 　
ヨ チ 　 ソ ウ チ ヨ ウ
ウ 　 コ ウ シ ヨ ウ
　 シ ー 　 ロ ウ 　 シ
タ ン ラ ク 　 カ イ ユ
グ ラ ス 　 ア ク ド ウ
イ ツ 　 ワ ラ 　 ウ リ

全
組
合
員
の
投
票
で
選
択
し
た

全
組
合
員
の
投
票
で
選
択
し
た

闘
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
道

闘
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
道

民主市政の実現をめざして開いた地域集会（1988年）

チェックザ給付！チェックザ給付！自治
労連セ

ット共済
自治
労連セ

ット共済

～セット共済～
安静加療が（病気10日以上、
ケガ５日以上）と診断されれ
ば、通院だけでも保障が受け
られます。
請求は２年以内ならOK！

詳しくは、組合･担当者まで


